
 

ニホンジカ囲いわなの開発について
検討会開催

ニホンジカ囲いわなの開発について
検討会開催

 

        

検討会の様子           技術センターが考案したニホンジカ囲いわな 

 

四
月
二
七
日
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
が
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内

の
仁
尾
ヶ
内
山
で
実
施
し
て
い

る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
囲
い
わ
な
の

開
発
に
つ
い
て
、
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 
 

検
討
会
に
は
、
嶺
北
地
区
猟
友

会
会
長
山
下
幸
利
氏
、
森
林
総
合

研
究
所
四
国
支
所
の
奥
村
栄
朗

野
生
動
物
害
担
当
チ
ー
ム
長
を

は
じ
め
、
高
知
県
や
徳
島
県
、
地

元
の
大
豊
町
、
本
山
町
の
職
員
、

四
国
森
林
管
理
局
、
嶺
北
森
林
管

理
署
の
職
員
ら
約
四
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

な
お
当
日
は
、
雨
天
の
た
め
現

地
で
の
検
討
を
変
更
し
、
嶺
北
森

林
管
理
署
に
お
い
て
、
検
討
及
び

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
森
林
技
術
セ
ン
タ

ー
の
進
め
て
い
る
囲
い
わ
な
の

研
究
・
開
発
に
つ
い
て
の
概
要
説

明
、
高
知
県
、
徳
島
県
に
お
け
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
の
状
況
と
取

組
、
山
下
氏
に
よ
る
嶺
北
地
方
の

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
状
況
説
明
等
が 

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
「
囲
い
わ

な
に
置
く
誘
引
餌
と
し
て
、
カ
ン

ス
ゲ
な
ど
自
生
す
る
植
物
が
よ

い
」
「
技
術
開
発
だ
け
で
な
く
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
状
況
や
生

息
状
況
の
調
査
も
重
要
で
あ
る
」

「
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
侵
入
し
始
め

て
い
る
地
域
を
集
中
的
に
防
ぐ

こ
と
が
重
要
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

 

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
の

貴
重
な
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
今

後
、
効
果
的
な
「
囲
い
わ
な
」
の

開
発
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

〈
指
導
普
及
課
・ 

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
〉 
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国有林野の森林計画に関する 
地区懇談会（香川県高松市） 

  

四
月
二
八
日
に
記
者
発
表
を

行
い
ま
し
た
平
成
二
二
年
度
四

国
森
林
管
理
局
事
業
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
国
土

の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
生

物
多
様
性
の
保
全
、
木
材
の
供

給
な
ど
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

な
機
能
に
対
す
る
国
民
の
期
待

は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
京
都
議
定
書
の
第
一

約
束
期
間
（
平
成
二
〇
～
二
四

年
）
に
お
け
る
、
我
が
国
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
森
林
吸
収
源
対
策

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
平
成
二
二
年
度
は
生
物
多

様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約
国
会

議
（
ＣO

Ｐ
一
〇
）
が
我
が
国

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生

物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
取
組

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
森

林
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
つ
つ
、
民
有
林
・
国
有
林

の
連
携
の
も
と
、
四
つ
の
柱
に

沿
っ
て
、
国
民
目
線
に
立
っ
た

事
業
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

一
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

よ
り
一
層
の
推
進 

  

地
球
温
暖
化
防
止
を
は
じ
め

と
す
る
森
林
の
公
益
的
機
能
を

持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

地
域
の
特
色
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

皆
伐
・
植
栽
を
繰
り
返
す
従
来

の
森
林
づ
く
り
に
加
え
、
単
層

状
態
の
人
工
林
の
広
葉
樹
林
化
、

針
広
混
交
林
化
、
長
伐
期
化
等

に
よ
り
多
様
な
森
林
へ
と
誘
導

す
る
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
原
生
的
な
天
然
林
等

の
保
全
や
多
様
で
健
全
な
森
林

の
整
備
を
図
る
な
ど
、
生
物
多

様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
ま
す
。 

 

取
組
例 

① 

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
旨
と
し
た
管
理
経
営
の
推
進 

 

四
国
の
国
有
林
野
は
、
奥
地

山
岳
地
域
に
あ
り
、
水
源
の
か

ん
養
や
国
土
保
全
を
は
じ
め
と

す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
が
強

く
求
め
ら
れ
る
森
林
が
大
部
分

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

公
益
林
（
水
土
の
保
全
や
自
然

環
境
の
維
持
等
を
目
的
に
施
業

を
行
う
森
林
）
は
、
四
国
の
国

有
林
野
面
積
の
う
ち
九
四
％
を

占
め
て
お
り
、
平
成
二
二
年
度

も
多
様
で
健
全
な
森
林
の
整

備
・
保
全
を
推
進
し
ま
す
。 

 
ま
た
、
国
有
林
野
の
管
理
経

営
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
地

域
管
理
経
営
計
画
等
に
つ
い
て
、

地
域
住
民
の
意
見
を
充
分
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
を
策
定

す
る
前
に
関
係
地
域
で
の
懇
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
意
見
聴
取

等
の
取
組
を
進
め
ま
す
。 

 

 

② 

森
林
吸
収
源
対
策
に
向
け

た
森
林
整
備
の
推
進 

 

四
国
の
国
有
林
に
は
、
人
工

林
が
約
一
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
ま
す
。
こ
の
人
工
林
の
森
林

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
早
急
に
整
備
が
必
要
な
箇
所

か
ら
優
先
的
に
現
地
の
林
分
状

況
等
を
踏
ま
え
計
画
的
に
実
施

し
て
き
ま
し
た
。 

 

京
都
議
定
書
の
削
減
目
標
の

達
成
に
向
け
て
は
、
吸
収
源
と

し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
森
林

（
平
成
二
年
以
降
に
森
林
整
備

等
を
行
っ
た
森
林
）
を
効
率
的

か
つ
確
実
に
増
や
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
二

二
年
度
に
は
、
約
四
，
五
八
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
伐
・
保
育
間

伐
等
を
行
い
ま
す
。 

 

今
後
も
個
々
の
森
林
の
状
況
、

施
業
履
歴
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
効
率
的
に
森
林
整
備
を
進
め
、

着
実
な
森
林
吸
収
量
の
確
保
に

努
め
ま
す
。 

         

③ 

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
取
組
～
新
た
な
保
護
林
候

補
地
の
選
定
適
否
調
査
～ 

 

平
成
一
五
年
三
月
に
野
生
動

植
物
の
生
息
・
生
育
地
の
拡
大

と
相
互
交
流
を
促
す
こ
と
を
目

的
に
「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」

を
設
定
し
ま
し
た
。 

平
成
二

二
年
度
に
つ
い
て
は
、
嶺
北
署 間伐により整備された森林 
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防護柵内の植生回復状況 

治山ダム工（スリット）のイメージ 

ツキノワグマ 

管
内
の
竜
王
山
国
有
林
（
通

称
：
工
石
山
）
を
対
象
に
、
新

た
な
保
護
林
（
原
生
的
な
森
林

生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の

維
持
、
動
植
物
の
保
護
、
遺
伝

資
源
の
保
存
、
施
業
及
び
管
理

技
術
の
発
展
等
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
区
域
を
定
め
、

禁
伐
等
の
管
理
経
営
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
保
護
を
図
っ
て
い

る
国
有
林
野
）
の
候
補
地
選
定

の
適
否
等
を
検
討
す
る
た
め
、

植
生
調
査
等
を
予
定
し
て
お
り
、

将
来
的
に
は
保
護
林
と
保
護
林

を
つ
な
ぐ
「
緑
の
回
廊
」
を
見

据
え
つ
つ
、
保
護
林
の
拡
充
に

向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。 

         

④ 

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向

け
た
取
組
～
「
四
国
山
地
緑
の

回
廊
」
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
～ 

 

野
生
動
植
物
の
移
動
経
路
、

生
息
・
生
育
地
を
確
保
し
、
森

林
生
態
系
の
保
全
を
図
る
た
め
、

平
成
一
五
年
三
月
に
設
定
し
た

「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」
を
対

象
と
し
て
、
森
林
の
状
態
と
野

生
動
植
物
の
生
息
・
生
育
実
態

の
把
握
、
緑
の
回
廊
の
有
効
性

の
検
証
を
行
っ
て
い
く
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

 

平
成
二
二
年
度
に
お
い
て
も
、

石
鎚
山
地
区
・
剣
山
地
区
の
緑

の
回
廊
を
対
象
に
、「
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
等
の
生
息
状
況
を
把
握
す

る
た
め
の
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
・

ヘ
ア
ー
ト
ラ
ッ
プ
等
に
よ
る
哺

乳
類
調
査
」
、
「
ラ
イ
ン
セ
ン
サ

ス
と
ス
ポ
ッ
ト
セ
ン
サ
ス
の
併

用
に
よ
る
鳥
類
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。 

  

    

⑤ 

人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

に
向
け
た
取
組
の
拡
充 

 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
被
害

の
深
刻
化
を
踏
ま
え
、
地
方
公

共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
被

害
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

特
に
食
害
が
進
行
し
て
い
る

「
四
国
山
地
緑
の
回
廊
」
の
剣

山
地
区
に
お
い
て
、「
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
動
態
調
査
」
、
「
関
係
機
関

と
の
連
絡
会
議
の
開
催
」
、
「
被

害
跡
地
の
再
生
対
策
」
、
「
実
用

性
の
高
い
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
囲

い
わ
な
の
技
術
開
発
」
を
実
施

し
、
人
と
野
生
鳥
獣
と
の
共
存

を
目
指
し
た
森
林
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。 

二
、
荒
廃
地
を
復
旧
し
、
森
林

を
再
生
す
る
治
山
対
策
の
展
開 

 

流
域
全
体
を
見
据
え
た
効
果

的
な
森
林
再
生
を
図
る
た
め
、

治
山
事
業
の
従
来
の
目
的
で
あ

る
洪
水
の
発
生
や
流
域
の
水
環

境
の
保
全
、
土
砂
の
流
出
防
止

等
を
図
り
、
土
砂
災
害
か
ら
人

家
、
公
共
施
設
等
を
守
る
こ
と

に
加
え
て
、
生
物
多
様
性
の
保

全
、
間
伐
材
等
木
材
の
利
用
、

民
有
林
治
山
事
業
と
の
連
携
に

も
着
目
し
た
治
山
対
策
を
推
進

し
ま
す
。 

 

取
組
例 

① 

生
物
多
様
性
保
全
に
配
慮

し
た
治
山
事
業 

 

生
態
系
の
保
全
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
物
多
様
性
保
全
に
対
し
て
も

配
慮
す
る
た
め
、
治
山
ダ
ム
工

の
中
央
部
を
櫛
型
（
ス
リ
ッ
ト
）

と
し
た
工
法
を
実
施
し
ま
す
。

ス
リ
ッ
ト
構
造
に
す
る
こ
と
で
、

周
辺
に
生
息
す
る
ヤ
マ
メ
、
カ

ワ
ネ
ズ
ミ
等
が
渓
流
内
を
行
き

来
で
き
る
環
境
を
維
持
し
ま
す
。 

② 

治
山
事
業
に
お
け
る
間
伐

材
等
木
材
利
用
の
推
進 

 

地
球
温
暖
化
の
防
止
や
資
源

循
環
社
会
の
形
成
等
に
資
す
る
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 存置型 型枠を使用した治山ダム工 

観
点
か
ら
、
公
共
土
木
工
事
に
お

い
て
、
間
伐
材
等
木
材
利
用
の
拡

大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
一
年
度
は
、
治
山
ダ
ム

工
の
型
枠
を
木
製
型
枠
で
実
施
、

山
腹
工
事
に
お
い
て
木
製
品
の

積
極
的
な
施
工
等
に
よ
り
、
約
一

一
〇
箇
所
の
事
業
実
施
箇
所
の

う
ち
約
九
割
に
お
い
て
、
間
伐
材

等
木
材
利
用
を
図
り
ま
し
た
。 

 

平
成
二
二
年
度
か
ら
の
今
後

五
年
間
に
つ
い
て
は
事
業
費
一

億
円
当
た
り
八
五
立
方
メ
ー
ト

ル
の
木
材
使
用
量
を
目
標
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
治
山

事
業
に
お
け
る
間
伐
材
等
木
材

利
用
の
推
進
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。 

③ 

特
定
流
域
総
合
治
山
事
業

に
つ
い
て
～
国
有
林
と
民
有
林

が
連
携
し
た
効
果
的
な
国
土
保

全
対
策
の
推
進
～ 

 

国
有
林
と
民
有
林
の
治
山
事

業
箇
所
が
近
接
し
て
い
る
場
合

に
、
一
体
的
な
整
備
を
行
い
、
事

業
効
果
の
早
期
発
現
と
効
果
的

な
事
業
実
施
を
図
り
、
流
域
全
体

の
保
全
や
地
域
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
の
治
山
施
設
の
設

置
や
森
林
の
整
備
を
図
る
事
業

を
連
携
し
て
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
た
め
、
平
成
二
二
～
二
六

年
度
の
五
年
間
、
吉
野
川
支
流
祖

谷
川
流
域
の
上
流
部
に
お
い
て
、

徳
島
県
と
連
携
し
、
崩
壊
地
の
拡

大
防
止
や
土
砂
の
流
下
防
止
を

目
的
に
山
腹
工
・
治
山
ダ
ム
工
の

施
工
や
本
数
調
整
伐
等
の
森
林

整
備
を
実
施
し
ま
す
。 

三
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
を
軸
と

し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生 

  

資
源
の
充
実
、
加
工
技
術
の
向

上
等
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
川

上
と
川
下
が
連
携
し
、
大
規
模
需

要
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
得
る

国
産
材
の
安
定
供
給
と
地
域
材

の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林

の
整
備
や
木
材
生
産
の
効
率
化

に
必
要
な
路
網
と
林
業
機
械
を

組
み
合
わ
せ
た
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
・
定
着
や
森
林
か
ら
算
出

さ
れ
る
木
材
を
最
大
限
に
活
用

す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 
 

取
組
例 

① 

未
利
用
間
伐
材
の
有
効
利

用
に
向
け
て
～
未
利
用
間
伐
材

の
よ
り
効
率
的
な
生
産
・
販
売
を

行
う
た
め
の
実
証
調
査
～ 

  

間
伐
材
は
、
そ
の
有
効
利
用
に

向
け
て
様
々
な
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
小
径
木
や

曲
が
っ
た
間
伐
材
の
多
く
が
運

び
出
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
て
い
る

の
が
実
態
で
す
。
こ
の
よ
う
な
未

利
用
間
伐
材
で
あ
っ
て
も
、
紙
の

原
料
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し

て
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

間
伐
材
を
可
能
な
限
り
利
用
し

て
い
く
こ
と
が
、
地
球
温
暖
化
防

止
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
二
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
間
伐
材

も
対
象
と
す
る
シ
ス
テ
ム
販
売

に
初
め
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、

そ
の
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、

「
間
伐
材
の
利
用
率
を
ど
の
程

度
ま
で
上
げ
ら
れ
る
か
」、「
間
伐

材
の
よ
り
効
率
的
な
集
積
、
計
量

方
法
等
」、「
間
伐
材
の
利
用
拡
大

を
進
め
る
た
め
の
需
要
者
ニ
ー

ズ
等
の
把
握
」
と
い
っ
た
実
証
調

査
に
取
り
組
み
ま
す
。 

② 

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム

の
普
及
・
定
着
に
向
け
た
取
組 

 

森
林
の
整
備
や
木
材
生
産
の

効
率
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、

路
網
と
林
業
機
械
を
組
み
合
わ

せ
た
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で

す
。 

 

平
成
二
二
年
度
は
、「
低
コ
ス

ト
で
壊
れ
に
く
い
作
業
道
の
作

設
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
林

業
事
業
体
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
」、

「
国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー

ル
に
併
せ
て
、
林
業
事
業
体
の
生

産
性
や
コ
ス
ト
の
調
査
・
分
析
を

行
い
、
そ
の
向
上
に
向
け
た
取
組

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
優
良
な

林
業
事
業
体
を
表
彰
す
る
局
長

表
彰
を
創
設
等
」、
管
内
の
急
峻

な
地
形
に
応
じ
た
低
コ
ス
ト
で

効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
定
着
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

四
、
国
有
林
と
民
有
林
の
連
携
の

強
化
と
そ
の
Ｐ
Ｒ 

  

民
有
林
と
一
体
と
な
っ
た
森
林

整
備
、
木
材
の
安
定
供
給
、
国
有

林
を
活
用
し
た
技
術
研
修
や
森
林

環
境
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

低コストで壊れにくい 
作業道作設研修の様子 




